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46修士論文要旨

農業金融の新しい可能性
―ビジネスを通じた日本の農業再生を考える―

青井 倫一 井上 光太郎

昇高 慶80930536

小幡 績

日本において、農業金融は政府系金融機関及び農協がその

ほとんどの役割を果たしてきた。数年前から民間金融機関か

らの参入が盛んになっているが、思うように残高が増えてい

ないのが現状である。本論文では、その要因を分析するとと

もに、日本の農業の発展のために、新しい農業金融の形を提

案することが目的である。

現在の日本の農業金融の現状を分析した上で、その問題点

を整理すると、農協に所属している小規模・兼業農家には貯

貸率が 3 割を切っている状況にも関わらず、日本の農業を

支えている大規模で成長性の高い農家には資金が行き渡って

いない資金の偏在という課題が発見された。前者のような販

売機能をほとんど農協に頼っている農家は、いわば「作った

ものを売る農家」であり、後者のように農協から自立してい

る農家は、経営マインドを強く持った「売れるものを作る農

家」と言える。成長層である「売れるものを作る農家」に、

資金を投入する新しい金融システムが出来ないのは、農業金

融の持つ高リスク・高コストという特殊性を乗り越えること

が出来ていないためである。この層を狙った民間金融機関は、

従来まで主にスコアリングモデルや ABL などの金融手法に

よりリスクを軽減しようとしたため、コストの問題を乗り越

えられずビジネスとして成立出来なかった。

そこで農業金融のように、分野的にも地理的にも「辺境」

に当たるドメインで事業を展開する 8 社を事例研究するこ

とで、新しい農業金融実現のための示唆を得ようとした。ま

た農協系金融機関、民間金融機関、農業法人など農業金融に

携わる有識者にインタビューを行った。その結果、高リスク・

高コストを乗り越える農業金融の実現には農業の産業化が必

要不可欠であり、むしろ農業の産業化が成功すれば資本は自

ずと集まってくることが確認された。新しい農業の向かうべ

き方向性はグローバルとローカルの二極化である。グローバ

ルでは農業を「第三の武器」とし、商社や全農を中心に世界

の穀物メジャーに対抗する体制作りを目指す。また日本の農

法・ノウハウを輸出することで、農作物だけではなく農業そ

のものを輸出する可能性を追求する。一方、ローカルにおい

ては地域との強い密着性をさらに活かし地域の活力源とす

る。農業の産業化への過程において、政府系金融機関及び都

市銀行、商社は農業のグローバル化をサポートし、地方銀行

はローカル部分を支える。また農協は金融事業の多くを民間

金融機関に譲り、集荷能力など本来業務への回帰を図る。従

来まで日本の農業金融を支えてきた政府系金融機関、農協に

加え、都市銀行、地方銀行、商社などが役割分担を行ない、

相互に利益を得ると同時に総体として活力を生み出していく

体制が新しい日本の農業金融システムであり、日本の農業の

発展に資するものである。


